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北西 シベ リアのタイ ムル半島 に分布す る ドルガ ン族 の言 語,ドルガ ン語(双oか
raHCK曲H3blK)は,これ まで単純 にヤ クー ト語 の1方 言 と考え られて きた.し
か しこの言語は周辺 に位置す るエベ ンキ語 な どのツ ング ース諸語 や ロシア語,
さらには ガナ サン語 な どのサモエ ー ド諸語 のかな り大 きな影響 を被 りなが ら成
立 した一言語 であ って,そ の取 り扱 いはかな らず しも容易 でない.こ こでは,
ドル ガン語の成立過程 におけ るこれ ら周辺諸言語 との接触 の痕跡 について,と
りわけ ドル ガ ン語 とヤ クー ト語 の相違点 に注 目しなが ら考察 してみたい.
1.ド ル ガ ン族 とそ の 言 語
1.1.ド ル ガ ン族
ドノレガン族は,1985年の資料(BpoM丑e負1988:P.543～4)によると5,300人
を数 える北方 シベ リアの少数民族で ある.自 称 としてはtla,tiakihi(共に 「森
の人」の意)等 を用 い る。ドル ガン族は,チ ュル ク化 した ツングース族 といわれ
(155)
る ことがあるが,詳 しくは,17世紀 にオ レニ ョク河,レ ナ河流域 に住 んでいた
い くつかのエベ ンキ族 出身の氏族,即 ち,エ ジャン ∂双朋,ド ンゴ ト双OHrOT,
ヵ ラン トKapaHTO,ドル ガン 双o刀raHとい う氏族 がタイムノレ半 島(後 掲 の地
図参照)に 移住 し,隣 接す るヤ クー ト族,更 には,先 住 のサモエ ー ド族,ロ
(1)
シア民族 と共 に この民族 を形成 した.そ の形成時期 は,18世紀末か ら19世紀 と
され る.ク ラス ノヤノレス ク地方 ドルガ ンネネッ民族管区 内,タ イ ムノレ半島 に現
在 も住 んでいる.そ の伝統的産業 は,狩 猟,漁 猟 と トナカイ飼育 である.集 団
農場 に加わ ってい る者 も多い.
行政 ・司法及び教育の諸機関 では,ド ル ガン語は,実 質的 には使用 されてい
ない.初 等教育へ の就学率は,1970年の資料 では,1,000人中375人である.ド
(2)
ル ガン語は,正 書法 を持たず,文 語 と してはヤ クー ト語文語 を用い る.識 字率
(3)
は,1970年の資料で99%に至 る.
宗教は,ギ リシ ャ正教 を受け入れてい るが,伝 統的 には アニ ミズ ムや シ ャー
マ ニズ ムを信仰 してい る.,
(4)
1.2.ド ル ガ ン語
ドノレガ ン族 は,一 般にヤ クー ト語の一方言 とされて きた ドル ガン語を使用 す
る.ヤ クー ト語は,チ ュノレク語の中にあ って単独で一 グル ープを形成 した り,
あるいは,ト ヴ ァ語やバ カス語 と共 に東 北 グル ープの一員に加え られ る言語で
ある。 ところが,近 年,ヤ クー ト,ド ルガ ン両言語の間ではすでに相互の理解
が困難 とな っている.そ の理由は,一 つには,ド ル ガン語の分布が標準ヤ クー
ト語 の ものか ら地 理的に遊 離 している こととされる.し か し,一 方では,ド ノレ
ガ ン語 の形成 にその理由を求める こともで きる.
民族 としての ドル ガン族 の形成時期が,18世紀末か ら19世紀である とす ると,
ドノレガ ン語 の成立 時期 もこれ とほぼ同 じと考える ことがで ぎよ う.1930年代 に
行 われたy6PHTOBa,E.H.の調i査に よれば,ノ リリス ク(地 図参照)の ドル
ガ ン人 の大部分 は,自 らを尚,エ ベ ンキ族 の出身 である と自認 し,そ の言語 は,
(156)
ドル ガン語,エ ベ ンキ語 と二言語併用の状態 にあ り,母 語 としては,既 に,ド
ノレガ ン語 を選択 してい た.従 って,ド ノレガ ン語 の形成 には,ヤ クー ト語 を中心
(5)
とし,そ れに,エ ベ ンキ語が,大 き く関与 した こ とが推定 され る.更 に,周 辺
に分布 していた エベ ン語,ガ ナ サ ン語,又,ロ シア語 な どの影響 も被 ってい る
に違い ない.
ここで,興 味を引 くのは,あ る言語か ら一方言が分岐 し,そ れが発展 して1
つの言語 になった場合 とは違 って,ド ノレガン語は,も ともと相異 なる複数言語
が互い に,影 響 を及ぼ し合 い,そ の内の1つ の言語即 ちヤ クー ト語が 中心 とな
って他の言語 を同化 し,や がて,本 来のヤ クー ト語 とは特徴を異に した一言語
に発展 した とい う点 である.













ドルガ ンの名は,ド ノレガ ン族 を形成す るエベ ンキ族 出身 の主要 な氏族 の名称
の1つ であった.17世紀 にロシア人が レナ河流域 に到着 して以降,こ の名が知
られ るよ うになった.他 のシベ リア地方 の民族 の諸言語 と同 じ く,革命前 ・後 を
通 じて,ロ シア人 との接触 がある.革 命後 は,特 に ソ連邦 の版 図の中に ドルガ
ン族が組み込 まれ,ロ シア人が多 く ドノレガ ン族 の住む地域 に投入 され て きたの
で,自 然,ロ シア語習得がすす んだ.1979年の国勢調査 では,ド ルガ ン語 を母
語 とみ なしてい る人 口の割合は,90%で あるが,72.9%がロシア語 を第二言語
(157)
と し て 自 由 に 操 る と い う(UeHTpaπbHoeCTaTHcTHqecKoeynpaBπeHHeCCCP
(1984)).
2.言 語 接 触 と ドル ガ ン語
2.1.言 語接触の観点か らみた ドル ガン語
ドノレガ ン語は,既 述 の ように系統 の異 なる言語 を母語 とす る複数 の民族が ヤ
クー ト語 を基盤 に し,各 々の言語 を基層言語 として,形 成 した言語 である.従
って,各 々の民族 におい て ドル ガ ン語形成へ の関与状況 には差異 がある.そ れ
ら差異は,各 々 の言語 と ドノレガ ン語 との接触 の程度 におけ る差異 とい うこ とに
なる.ハ ーノレマ ン(1985)は,如何 なる言語接触現象 に際 して も,言 語 を媒介
とした文化的要素 の伝播,即 ち 「文化移入」が起 こ り,こ れが更 に進む とやが
ては,本 質的 な文化変容が生 じ,さ らには 「同化」,言 語上では 「言語取 り替
え」現象が起 こる とし,図 式化 してい る:
言語 レベノレ:言 語接触→多量言語接触→言語取 り替 え
文化 レベル:文 化移入→文化変容→ 同化(P.85-86)
ドル ガ ン語 の形成 に関わった民族語 の主 な ものについて この点 を考 える と,
エベ ンキ族 に とっては,言 語取 り替 えの段階 にまで進 み,ヤ クー ト族 に とって
は多量言語接触 の段階 に留 ま った ととらえ うる.ま た,ロ シア人 の外 ツン ドラ
農民 に とっては,エ ベ ンキ族 の場合 と同様,言 語取 り替 えに至 った ことになる
し,革 命以降 の ロシア人入植者 に とっては,ド ルガ ン族 の言語 との接触 は,彼
らのロシア語 に とっては,極些細 なもので あった であろ う.又,逆 に革 命後 の ド
ノレガ ン族 に とっては,着 実 に ロシア語 との言語取 り替 えの段 階に進 みつつある
ことになる.厳 密にいえば,言語接触 の観点か らみ た ドノレガ ン語 は,言語間の接
触 と言語 の形成 が同時 に起 こっている言語 である.従 って上 にあげた各 々の言
語 と ドルガ ン語 及びその形成 に関わ った言 語の接触 の仕方 については,よ り複
雑 なのでハ ーノレマ ンの単純 な図式をそのままあてはめて考える ことはで きない.
ドルガ ン語 の成立 を よ り興味深 い ものに しているのは,プ ロ ト・ドルガ ン語
(158)
に関わ った諸言語 の中には,ド ノレガ ン語形成 におい て互 いに 「再」接触 を経験
した言語が あるこ とである.例 えば,ロ シア語が今 日のよ うに文化的社会的優
位性を持 って浸透 してい なか った 間は,ヤ クー ト語が 中央 ・北部 シベ リア地方
の リンガ ・フランカとなっていた と考 えられ る.そ の状況下 で,エ ベ ンキ語 と
(8)
ヤ クー ト語は,互 い に接触 し,後 に ドル ガ ン語形成期 に両者 は,「 再」 接触す
るこ とになる.又,一 方 ロシア語 は,ド ノレガ ン語形成期 とそれ以降 においては,
か な り異 なった接触状況 を示す.昨 今 の ソビエ トの事情 を考 える と,ド ルガ ン
語 のロシア語へ の同化は,進 んでい く傾 向にある.つ ま り,現 在,ド ルガ ン語
とロシア語 との接触 は,ロ シア語 を優位言語 とし,ド ルガ ン語 は,劣 位言語 の
地位 に甘 んじている状況 である.一 方,19世紀末 の ドルガ ン語 とロシア語 の接
触状態 は,そ の逆 である.今 日の ドルガ ン語 には,元 はこれ ら外 ツ ン ドラ農民
の言語 か ら当時 の ドルガ ン語 に導入 された語彙 をは じめ とす る接触 の痕跡 がか
な りあろ う.
本稿 では,言 語接触 に よって形成 された言語 である ドル ガン語について,ヤ
クー ト語 と ドルガ ン語 の相違点(2.2.)に着 目し,そ の起 因する ところを,言
語接触 と考 え うる点 につ いて報告 してい く.
2.2.ド ル ガ ン語 とヤ クー ト語 の相違点
ドルガ ン語 とヤ クー ト語 の相違 点 として,y6PHTOBa,E・n・は,以 下 の よ う
(9)
な点をあげている.
ドルガ ン語が ヤ クー ト語 と最 も異なるのは,語 彙の点 においてである.こ れ
は,ド ルガ ン語 成立の プロセス と深 く関わ る点であ る(P.48～74).
(10)
音韻 について,主 な相違 点 としては,語 頭の位置 において,ヤ クー ト語のs
が ドル ガン語では,hと して現れてい る点が ある(P.31ff.).又,母音調和に
ついて も,若 干 の相 違が認 め られる(P.21ff.).
形態論上,比 較的大 きな相違点 として,ド ル ガ ン語 においては,人 称代名詞
に共 同格coBMecTHb爵na双e)Kが欠けてお り,後 置詞gitta「共 に」(対 格
(159)
支配)を 用 いて表す とい う点 がある(P.80～81).
例.ド(ル ガ ン語)m盗gihgftta「 私 と共 に」
ヤ(ク ー ト語)m1ginnin「 〃」(共 同格)
時制については,相 違点 として次の よ うなことを挙げてい る.完 了過去時制
において,古 代チ ュル ク語の 一m驚 にさか のぼ る 一bftによ り形成 され る過去
・形 は,ヤ クー ト語 では,久 しい過 去 双aBHonpo田鉱 eeBpeMH(「す でに完了
して しまったか,発 話の時点には,完 了 して しまってい る」行為)を あ らわす.
ドルガ ン語 では,こ の表現 のためには使われず,「 た った今(一 同の見ている
前 で)完 了 した」行為 を表す(P.169).
例:ド.ke1-bit-e「彼は到着 した」
こめ表現 は,到 着 したばか りで,す でに家 の中に入 って しま った よ うな場合 に
使 う.又,未 来時制 の否定形 にお いて も,ヤ クー ト語 には欠 けている 一mに よ
る否定形(行 為 自体 の否定 よ りも人称 の否定 に相 当する形)を ドルガ ン語 は持
ってい る(P.171～2)とい う点 も相違点 として挙 げ られる.
例:ヤ.ド.:sg.上ah-ia-m「 食べ るだろ う」
ヤ.ド.:sg.1.ah-fa-mhuog-a「食 べないだろ う」
ド.:sg.1.aha一坦 ia-m「(他の人 は ともか く)私は食べ ないだ ろ う」
その他 に も希求法 ・命令法等 において,そ の形成 ・意味 につ いて相違点が認 め
られ る.
人称代名詞 の属格は,ド ル ガ ン語 に もヤク ー ト語 に も存在 しない.ヤ ク ー ト
語は,主 格形 と人称所有接尾辞 の結合 によって所有表現 を表すが,ド ル ガ ン語
では,人 称代名詞の代わ りに物主代名詞を用い るこ とが できる.即 ち,物 主代
名詞は,名 詞の限定語 とな りうる.
例:ド.mihieneubajイm「 私 の兄」
物 ・代 「私の」 「兄」所有接辞 工sg.(P.90)
例:ヤ.mindie-m「 私の家」
人 ・代 「私 」 「家」所有接辞1.sg.(兄Hα.CCCRIL:P.413)
(160)
以下では,特 に ドルガン語の語彙,語 頭子音h,及 び命令形に的をしぼって
考察を加えていきたい.
3.ド ル ガ ン語 の語 彙
3.1.借用の問題
ドルガン語の語彙には,多 くの起源不明の語彙が含まれている.その中には,
ドルガン族が,他 の民族と接触したことにより,借用 した語彙 も多かろ う.借
用語彙については,次 の点を考慮せねばならない.即 ち,借用された語彙の指
示物がその借用 よりも以前に存在していたか否か,と い う点である,抽 象的な
概念であって も,また,具 体物であれば尚更のこと,新規に導入された事物に
関しては,そ の語彙をそのまま借用する可能性は高い.そ の点からすれば,身
体 ・親族名称,数 詞などはその細分について程度の差はあろ うが,あ らゆる言
語に,本 来的に存在していると考えられる語彙である.従 って,比 較的借用 さ
れに くいものと考えてよかろ う.だが,一 方で,ド ルガン語のように,その言
語の言語共同体が成立するまでにその構成員の一部が,何 らかのかたちで母語
を捨てるとい う状況にあっては,逆 にこれら借用 されに くいとされる語彙に固
執する可能性が高いはずである.そ れら語彙の うちには,つ いにその語彙形式
を形成過程にあった ドルガン 「標準」語の語彙に組み込むにいたるものもあっ
たであろ う.
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身体名称 につい ては,ド ノレガ ン語 では,「 脳 」 「脊髄」,「腸 」 に,エ ベ ンキ
語の語彙を継承 してい るが,こ れ らは ヒ トの身体名称 と してでは な く,ト ナカ
イ等 の動物解 体に際 して,エ ベ ンキ語か ら導入 された語彙 であろ う.他 の もの
については,ヤ クFト 語の語彙 を採用 してい る.
親 族名称については,詳 細にみてい くとエベ ンキ語の語彙の浸透が身体名称
に比べて著 しい.例 えば,「継父」,「継母 」 の各 凌について,ヤ クー ト語は,
(11)
迂言 的な表現 をするのに対 して,ド ル ガン語 では,エ ベ ンキ語の語彙を借用 し
ている.y6P肌oBa(1985=P.59)は,ヤクー ト語 には該当す る語彙が なか った た
め,こ れ ら2つ に関 しては,エ ベ ンキ語 を用 いた と説明 してい る.興 味深い の
は,ド ルガ ン語に,aγaran「継父」,ineren「継母」 とい う形式が あることで
ある.こ れは,aγa「父」,ihe「母」 をヤ クー ト語か ら採用 した後,エ ベ ンキ
語の語彙か らの類推 によ りつ くられた語彙 だ と考 えられ る.こ れ と並行的 な類
(163)
推 が,ヤ クー ト語 とロシア語の間で も見 られ る.即 ち,ロ シア語で 「継 母」を
表すma6exaが,ヤ クー ト語 でaγa「 父」 を組 み合わ せる ことで 「継父」 を
表す表現 とな ってい る.
ドノレガン語で 「弟」,「妹」は,い ずれ もbalis,あるい は,baltiで表すが,ヤ
クー ト語ではbahSは,「妹 」 しか表 さない.一 方,エ ベ ンキ語では,nekOn一
語のみで,「弟」 も 「妹」 も表 す.こ れは語彙を取 り入れ るにはいた らなか っ
たが,言 語接触において,被 影響語の話者が,影 響語の語彙を再解釈 した例で
ある.同 じことが,「妻」 につい て も言 える.エ ・ミンキ語 では,「 妻」 は,「 女
性」を表す語彙 と同 じ語彙形式を用 い るが,ド ノレガ ン語では,語 彙形式 自体は,
ヤ クー ト語で 「女性」を表す語彙d'axtarを採用 し,ヤ ク ー ト語 では その語
彙形 式では表 さない 「妻 」の意 で も用 いる.
ドル ガン語 の親 族名称は,そ のほ とん どがヤ クー ト語 の形式を採用 してい る
が,そ れ ら語 彙の ドノレガン語へ の組み込み方は,エ ベ ンキ語の親族名称の語彙
構成を よ く反 映 してい る.
3.1.2.数 詞 ・方角名称















































ところが,11から29(20を除 く)については,標準 ヤ クー ト語 と形成法 が異 なる.
ドルガ ン語は,11から29の個数詞についてはorduk(<チュ.artuq)「余 り,～





























き,こ のordukを用 いた形 式は,ヤ クー ト語 の方 言にのみ見 られる ものである
と記 してい る.一 方,XapHToHoB(1982:P.176)による と,こ のordUkによ
る形式に似た数の 表現法が オルホ ン 碑文にみ られ るとい う.そ こでは,otuz
artukibir「31」とい った数が記 されている.XapHToHoB(1982:P.176)は,
この よ うな数 の数え方は古風で10進法の習得の初期の段階 に典型的 であ るとし
ている.ド ルガ ン語は,標 準 ヤ クー ト語 に在 った形式を 「11」か ら 「29」まで
の数詞 についてのみordukを用 いる点以 外は,ほ ぼその まま継承 してい る.
(12)
尚,ヤ クー ト語 は他 の チ ュル ク 諸語 に広 く知 られ てい るb功(bio,miの
「千 」や,古 くは,モ ンゴル語や,い くつか のチ ュル ク 諸語 に 知 られていた
t廿man「万」 を欠 く(Xap田oHoB(1982:P.175)).「千」 につい ては,ヤ クー ト
語 では,tfhincaをロシア語(tysja6a)から借用 している.ド ルガ ン語 で も同
じ くロシア語 か らの借用語 で表現す る.ordukを 用いた形式が,XaPHTOHOB
(1982)の言 うように10進法 に慣 れていない話 者の数 え方 だ とす る と,ヤ クー ト
語 の方言 に この数 え方 がみ られ るのは,あ るいは,ヤ クー ト語 が リンガ ・フラ
ンカ として勢力を持 っていた シベ リアで,ヤ クー ト.語を母語 としない民族が,
標準ヤ クー ト語に あるよ うな規範的 な数え方 よ りもordukを 使 うやや簡単 な
(165)
表現 を好 んだため方言 に残 っている と考 えるこ ともできる.XapHToHoB(1982:
P.176)では,「31」以上 の数詞 につい て もordukを使 う表現 の例 をヤク ー ト
語の方言 としてあげているが,ド ル ガン語では 「11」か ら 「29」の数詞 に限 ら
れる.使 用頻 度が高い ものについて,こ の形 式が残 ってい ると考 えて良いか も
知 れない.
方角名称 を,本 稿 で取 り上げ たのは,ド ノレガ ン語 の方角 名称 には,ド ル ガ ン
族形成の歴史 を反映 してい ると考え られ る点が見い だせたか らである.そ して,
上 でみて きた四つの言語間の接触が,よ く伺 えるか らである.ド ルガ ン語 の方
角名称 をヤ クー ト語 と比べる と:
























ドノレガ ン語のanara,及びmuoradiekとい う語彙 は,ヤ ク ・ート語 の諸方 言
に広 くみ られ るものでは ない.ド ノレガ ン語 で 「東」 を表すa皿araと い う語 彙
は,ド ノレガ ン語か ら,か な り東方へ隔 たったイ ンジギノレカ河上流域 で使用 され
(15)
てい るヤクー ト語 モ ムス ク方言 において 「北 」の意 での使用 がある.ヤ クー ト
語 で 「東」ilinを表す方言語彙 としては,ド ル ガ ン語allaraしか,『8500』
には挙 げ られ ていない.一 方,ド ノレガ ン語 で 「北 」 の意を表すmuoradiek
は,ド ル ガ ン語 のみで使用 され てい る.こ れは.muoraの みで 「ツン ドラ」
の意 となるのでヤクー ト語 の後置詞dieki「～の方向へ 」をつけて二次 的に作
られ た表現 であろ う.こ のmuora「 ツン ドラ」にあた る語は,ド ル ガン語の
(166)
他 に,ヤ ク ー ト語 エセイ方言,そ して,こ れ らか らは,や はり,・か な・'り東方へ
隔た った ウスチヤ ンスク地方 コル イマ河上流域のベル フネ ・コル イマ地方 にお
いて使用 がみ られ る.
皿o刀rHX(1963)によると,17世紀に,オ ホーツク海 沿岸 域で遊牧 を していた
ドルガ ン氏族 のツ ングース族 は,現 在 のエベ ン族(ラ ムー ト族)の1部 分 の人
人 の祖先 であ り,ド ル ガン族 の形成 には,直 接には関与 していない とい う.更
に,双o∬mX(1963)は,全ての ドル ガン族 に 「ドノレガ ン」の名を与 えた ドル ガ
ン氏族 は,ロ シア人が,17世紀 に レナ川流域 で出会 ったツ ングース族 の人 々で
あった としてい る(P.107).しか しなが ら,上 でみた方 角名称 か ら推察 するに,
地理的 には現在は隔 たって しま っているが,ド ルガ ン語 とこれ らのヤ クーチア
の北東部 に位置す る方言 と直接 的なつなが りがあ った ことは,否 定 で きない.





ドルガン語がヤクFト語 と一致 しない点の一つ として,ドルガン語では語頭
にhを 持つ語彙があるとい う点を上にあげた(2.2).ヤクFト語では,hは,
(16)
母音間には現 れ るが,語 頭 には,少 数の特殊 な語彙を除いては あらわれ ない.
上に あげた ドル ガ ン語 の語彙 には,#s一も#h一も現れ るが,本 稿 で扱 った資料 の
みか ら,その分布 の状況 を詳 らかにする ことは難 しい.し か しなが ら,ドル ガ ン
語 では,ヤ クー ト語や ロシア語 の#s一を#h一に対応 させて ドル ガン語の語彙 と
して取 り込ん で いる ことか らみて も 井s一に対 して#h一が優勢であ った ことがわ
か る.y6p肌oBa(1985:P.31ff)は,ヤクー ト語 のh～sに つ心・ての先行 の
研究 もふ まえて,ド ルガ ン語 の#s一の歴 史は斉一的に扱え るものではない とし
てい る.特 に,エ ベ ンキ語の方言の中に,#h一を特徴 とす る方言があ り,そ れ
ぐ167)
と ドルガ ン語 におけ る#h一を結び付け ることの可能性を述べている.『8500』
で見 ると,馳 一を持つ方言語彙は,ヤ クーチ アの北西部及び北東部に分布 して
い る.こ れら地域 では,ヤ クー ト語 とツングース系言語(エ ベ ンキ語や エベ ン
語)と の接触が密であ った と考え られ る.又,ド ル ガン語がヤ クー ト語のo化
方 言 と近 い言語 であ った ことか らも ドル ガン語 におけ る#s→#hと い う特 徴は,
エベ ンキ語 の影響 に よる可能 性は高い.
ドルガ ン語 の ロシア語起源 の語彙 には,#sが 他 の摩擦 ・破擦音類 も含 め,
一方,#hに な ってい るもの と,ロ シア語の#s一を#s一として取 り込 んでいる語
彙が ある.「8500」においては,ロ シア語起 源の語彙 で#s一を#h一 としてい る
ものは10語,一 方#s一をそのまま保存 してい るロシア 語起源の語彙は収録 され
ていない.y6p肌oBa(1985)は,#s一を保存 してい るロシア語起源の単 語を若干
数あげてい る.こ れ らは,sebiet「ソヴエ ー ト(議会)」等,革 命 以後 ドルガ ン
語 に入 った と思 われる語彙 や,人 名である.そ れ らロシア語起源 の語彙 が,ド
ノレガ ン語 に組 み込 まれた時期 を#h一と#s一の分 布にみる ことがで きる.こ の こ




































































































として ドル ガン韮は取 り入 れてい る
4.2.頭 にsを 持 つ ドルガ ン証 の語彙
① と来源を同 じ くす る ドノレガ ン語の語彙
ヤ クー ト語.意 味
「間に合 って」
(169)















こ れ ら の う ち に は,ロ シ ア 語 か ら の 借 用
2urnal),「ソ ヴ ェ ー ト(議会)」(〈 ロ.sovet)や,チ ュル ク 韮 に さ か の ぼ る 誘 彙
「食 べ る 」(〈チ ュ.je一),
れ る 」(〈チ ュ.jtirttt・・)や
あ る.
② ヤ ク ・ート語 と 来 源 を 異 に す る 形 式 を 持 つ ドル ガ ン語 の 語 彙




si'alaxmunnulami'andi'ta「 く ろ が も」
setixosobuojsilissi'arγa「 そ り の 一 種 」




saharxaj「 黄 色い,榿 々色の」
6ilien「 成 員」







sirit一 「行 く,訪 れ る」




,「書 く」 のよ うに蒙古語(jiruうに さか のぼる もの も
(170)
4.3.附s一 →#h一」の消失
上 で挙 げた語彙 をみる と,次 の点 に注意 が惹かれる.
i)ド ル ガ ン語 におい て#s一を保存 している ロシア語 か らの借用語彙 は,比
較 的新 しい ものにみ られる.
ii)ドルガ ン語の語頭のhに 関 して,ヤ クー ト語は,直 接的 には関与 してい
ない.何 故 な らば,ヤ クー ト語に同 じロシア語 か らの語彙があ るか否かにかか
わ らず,ド ルガ ン語 では,ロ シア語 の語彙 の語頭音,s,き,zをhに 置 ぎ換え
ているか らである.
上 にあげた例 の中で も,ド(ノ レガ ン語)happat:ロ(シア語)zapad「西」
や ド.hapki:ロ.甑pka「帽子」は,ヤ クー ト語 内で 全 く異なる語彙 を持 っ
ているので,お そ ら くヤ クー ト語を経 由せずに外 ツン ドラ農民 によ りもた らさ
れ,ド ルガ ン語 に受け入 れ られたのであろ う.従 って,ド ル ガン語形成 に関与
した外 ツン ドラ農民の ロシア語は,他 の言語か らの語彙 と同 じく全面的 に#s→
#hと い うノレールを適用 され,4。1.のよ うな形式 となった.一 方,比 較的新 し
い時代 になってか らの借用語彙 である,ド.surna1:ロ.塑rna1「雑誌」,ド.
sebiet:ロ.sovet「ソヴェー ト」 な どに現れ る 語頭音 のsを どう考 えれ ば よ
いのだろ うか.こ のこ とは,初 期 の ドル ガ ン語 とロシア語が接触 した時期,には
効力 を持 っていた 「#s一→#h一」 とい うノレールが,革 命後 の ドルガ ン語 とロシア
語 の接触 の時期 セこはす でに効力 を失 ってい ることを示 している.1章 に記 した
よ うに,ド ルガ ン族 の ロシア語 習得率 は急速 にのびている(1979年で,72.9%
が ロシア語 を第2言 語 として自由に操 る とい う状況 にある)。ドルガ ン語 におい
ては,#s一が やが て完全 に受容 されるに至 るのではないか と考 える ことが可能
(17)
であ る.こ の よ うに,ド ノレガ ン語 に入 った ロシア語起源 の語彙 によ り,ド ルガ
ン語 の語頭 のsとhの 分布 の変遷が みて とれ る.と はいえ,sie一(ドルガ ン語,
ヤク ー ト語共 に 「食べる」 の意),siriレ(同上,「 行 く,訪 れ る」)等が基 本
的 な動詞 であるに もか かわ らず,ド ル ガ ン語において,#s一を保 ったままであ
(18)
る ことが疑 問 として残 る.ヤ クー ト語において,#1一→#Sの た め#S一にな った
(171)
#s一は,ロ シア語か ら入 った#s一 と音色が異 なっていたのではないか.sie一,
siriレの よ うな,チ ュル ク語か ら発展 して きたヤ クー ト語の語彙 に ドル ガ ン語
でhが 立た ない のは,何 か音声的 な理 由が あったの であろ うか.こ れ らについ
ては,更 に エベ ンキ語諸方言,ヤ クー ト語諸方言の ドル ガ ン語形成へ の関与状
況の点を も含 め,詳 細 な検討を要す る.
5.ド ル ガ ン語 の 命 令 形
ドル ガ ン語 の命令形の形式 には,現 在の ヤクー ト語 との相違が若干見 られ る,
その相違の起因す るところは,ド ノレガ ン語 とヤ クー ト語が分岐 した時期のヤ ク
ー ト語の形式が ドルガ ン語の形式 に反映 されてい るた め とみ るこ とが できる.
しか しなが ら,そ の一方で,ド ノレガ ン語の成立 に係わ った諸言語 の中にそ の起
因す る ところを見いだせ る可能性 もあ る.
ヤ クー ト語 と ドノレガ ン語の命令 形 におけ る差異をみ る前 にヤクー ト語の命令
形 について次の点に注意を向けたい.
ヤ クー ト語における命令形 の形 式は,他 のチ ュル ク語(ド ルガ ン語を除 く)
と異な り2つ の時制(近 未来 時制 「～せ よ」 と遠未来時制 「あ とで～ せ よ」)
を区別 する(cf.∬.Hα.C(℃PII.).この2つ の時制の存在 は,B6htlingk
(1851)が命令形 について現在 時制 ・未 来時制の2時 制を記述 して以降その記述
(19)
が踏襲 されている.以 下 にヤ クー ト語 の命令形 のパ ラダイ ムを掲 げる.
ヤ ク ー ト語(∬.∬ α.cCc1)II.:p.415)
11一「取 る 」












ヤ クー ト語の遠未来 の形式は,B6htlingk(1851)やKalu乞y丘ski(1962)の言 う
よ うに,丁 寧 な 命令 を 表す ブ リヤ ー ト語 一ar(aj)からの 借用 であろ う.そ の
一arは,ヤ クー ト語では,遠 未来 の時制を持 った命令 表現 となるが,こ の文法
範疇は,ど こに来源を持つのであろ うか.
本稿 では,ヤ クー ト語 の命令形遠未来時制の来源をヤ クー ト語が,密 な接触
を持 った ツングース系の言語,特 にエベ ンキ語 に求 め うると考え る.エ ベ ンキ
語の命令 形は,満 州語を除 く他の ツングース系諸言語 と同じ く2時 制,即 ち近
未来,遠 未来の時制を持つ.以 下 にエベ ンキ語のパ ラダ イムを掲げる.
エ ベ ン キ 語(∬.肋.cα コ∫)V.:p.80)
ana一 「突 く」





























パ ラダ イムを見 ると,2時 制 とも,1～3人 称 単数複 数についての形 式を持 ち,
1人称複数については,除 外 ・包括,各 々の形 式を持つ.但 し,遠 未来 の形 式
は,一ηna一と,一dav一の2系 統 の接辞 による.前 者 は1,3人 称 についてであ
り,後 者は2人 称 についてである.1,3人 称単数,複 数 に各 々該 当する形式
(173)
は,生 産的 な入称接辞(即 ち,直 接法 な ど,他 の法 について も,広 く付加 され
る人称接辞)を 付加す る ことによ って得 られ る.一 方,近 未来時制は,直 接法
な どの他 の法 での動詞 の形式 とは異 な り,生 産的 な人称接辞 と組合 わ さる こと
な しに,各 々の形 式を形成 している.こ の点 は,エ ベ ンキ語 の動詞変化全体か
ら考 える と命令 の形式 につい て特徴的 である.
エベ ンキ語 の命令形 のエベ ンキ語 内の特異性 は さてお き,ヤ クー ト語 の使用
者 が,長 期 聞に亘 り,ツ ングース語 の使用 者 と接触 していた とい う民族学 か ら
の情報 を考慮す れば(17世紀 の民族分布 図を参 照)次 の よ うな仮説 を立 てる こ
とが可能 であろ う.ヤ クー ト語 には命令形 として本来的 な近未来形 があ ったが,
その他 に,ブ リヤ ー ト語 もし くは他 のモ ンゴル系言語か ら借用 した接尾辞 一ar
に よ りつ くられる命令表現(お そ ら く,え ん曲表現)の 形式 があ ったのであろ
う.ヤ クー ト語 の 一arによるこの形 式が エベ ンキ語 とヤ クー ト語 の接触 に よ
りヤ クー ト語 の中で,命 令表現 の うち,「後 で～せ よ」,とい う意 味を専 ら司る
よ うになる.そ して,こ れが,後にB6htlingk(1851)によ り,「未来(遠 未来)
時制 」 として1パ ラダイ ムを形成 する と解釈 されるに至 ったのではないか.即
ち,古 い時代 のヤ クー ト語 が,モ ンゴル系言語 と接触 し,そ の形態 を借用 する.
後 に,ツ ングース系言語 と接触 した ことに よってその文法範疇を変え ることに
な る.
ここまでは,ヤ クー ト語 とエベ ンキ語の命令 形について主 に触 れて きたが,
ヤ クー ト語 においては,文 献 史料 を古 くさかのぼる ことがで きないので,今 日,
近 ・遠 未来 の2つ の時制を持つ命令 形が,ど の よ うに使われて きたのかを実際
に観察す ることは難 しい.し か しなが ら,18～19世紀初に,標 準ヤ クー ト語か
ら隔た って しまった ドノレガ ン語の命令 形は,こ のヤ クー ト語の命令形を どの よ
うに発展 させたので あろ うか,あ るいは,古 いヤ クー ト語の形式を残 してい る
のであろ うか,こ れ らの点について以下 でみてい きたい.


























この ドノレガ ン語 の命令形 のパ ラダイ ムとヤ クー ト語 の命令形 を比べ る と,最
も目立 つのは,ヤ クー ト語 の命令形遠未来 時制 が,2人 称 と3人 称 を持 ち,ド
ルガ ン語 の遠未来 時制が,2人 称 のみである と記述 されている点であ る.
ヤ クー ト語が ツングース系言語 と接触 した結果,形 成 した と推定で きる命令
形 が,ド ルガ ン語成 立の 過程 に 却い て,プ ロ ト ・ドノレガ ン語 が エベ ンキ語 と
ヒ
「再」接触 し,標 準ヤ クー ト語 と隔た った地域 ・環境で,ど の よ うに変化 した
か,又,そ の結 果,生 じた差 異を言語接触の観点か ら説明で きない であろ うか.
ここで,注 目すべ きは,y6p肌oBa(1985)がド1レガ ン語の命令法の中に周辺的
な もの として含 めている も う1つ のパ ラダイ ム で ある.こ れ は,接 辞 一i'akti'一
によ り形成 され る形で,「 依頼 や事前 の打 ち合せに よ り行 われる行為 」 にっい
て使われ る.こ の ドルガ ン語のパ ラダイ ムは,1～3人 称単 ・複各 々の形式 を
そろえている.ヤ クー ト語のパ ラダ イムを見 ると,こ の中の3人 称の形が,遠
未来 時制に組み込まれている.









ヤ クー ト語 の遠未来時制 の ドルガ ン語 における発展 については,次 の2つ の
可 能性があ る.
1.ヤ クー ト語 が ツングース系言語 と接触 した時期に形成 された命令法 には,
遠未来 時制 の形 式 として,一arに より形成 され る形 式(2入 称)が あ り,そ の
他 に 一iaxtfによる形式(1～3人 称)が,命 令法 の 周辺的な 形式 として存在
していた.ド ルガ ン語形成時期に タイムル半島 で使われていたヤ クー ト語は,
この時期 のヤ クー ト語を反映 してお り,痕 跡形 として,こ の地域 で保存 され,
現在 の ドルガ ン語に組 み込 まれた.も ちろん,そ の保存 を促 す要 因 としては,
ドノレガ ン語 の形成 に深 く関わ った と思 われ るエベ ンキ語 の存在が大 きい.
2.ド ル ガ ン語 の形成 に係 わった時期 のヤ クー ト語 には,現 在 のヤ クー ト語
と同じ く遠未来形 は,2人 称 の一arによる形 の他,3入 称 に 一iaxtiが存在 して
い た.ド ル ガ ン語 の形成時期 に係わ ったエベ ンキ語が,一iaxtfを再解釈 し,1
～3人 称 を表す別 の命令表現 のパ ラダ イムを形成 した.た だ,そ の命令表現が,
「依頼 や事 前の打ち合せに よる命令 」の意 味を 持つ よ うに なった 過程 につい て
は,明 確に述べ られ ない.詳 しく調査すれば,あ るい は,こ の表現が,遠 未来
の第2形 として扱 える もので あるか もしれ ない.1,2を ま とめる と以下 の図
に なる.
ドル ガ ン語が,遠 未来命令形 として2人 称 の みを もつ とい うことにつ いて
は,次 のよ うに考察 を進 めることが できる.ツ ングース系言語 の遠未来形 のパ
ラダイ ムを概観す る と,1～3人 称 のパ ラダイ ムの うち,1,3人 称 は,動 詞
の語根 に 命令表現 の 接辞 をつけて,そ の後に,「 生産 的 な」 入称接辞 をつけ
























態 を用 いる.こ の ことは,ツ ングース系言語 における命令形 の遠未来形 が,本
来 的ではな く,後 に発達 して ぎた可能性 も示 す.し か も,そ れ らは,必 ず しも
十分 に定 着 しうる ものではなか ったのであろ う.例 えば,ネ ギダノレ語では,命
令形 の遠未来形 は2入 称 に しか現れ ない.こ の ことと並行 的に ドノレガ ン語 の遠
未来形2人 称 一arのみ が,遠 未来形表現 として定着 した と考 え うる.
上 の2つ の可能性 の うち どち らが蓋然性が高 いか を決定す る ことは,今 の段
階 ではで きない.し か しなが ら,い ずれ に して も,ド ルガ ン語 とヤ クー ト語 の
命令形 の形式 におけ る差異,と りわけ ドルガ ン語が,一1aktiによる1～3人 称
のパ ラダ イムを持 つ ことは,ヤ クー ト語が,ド ル ガ ン語 の成立過程 にお いて,
エベ ンキ語 と 「再」接触 した ことに起 因す る ことを如実 に物語 っている.
6.お わ り に
本稿においては,北方シベリアの少数民族の言語 ドノレガン語について,そ の
成立に関与 した諸言語の影響が,観 察 されるいくつかの点について報告をして
きた.そ して更に,ド ルガン語 とヤクート語の相違点について,そ の起因する
ところを言語接触の観点か ら説明しようと試みた.
多 くの言語が,様 々な状況で接触 したであろうシベ リアにおいては,言語接
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触の痕跡を豊富に観察することが可能である.本稿では,そ の言語聞の接触の




(1)双oπ田x(1963:p。126～128)によると,1926-27年の ドルガ ン入の民族 構成 は,ツ ングース族
50～52%,ヤクー ト族30～33%,ロシア人15%,サモ エー ド人(エ ネツ ・ネネッ族)3～4%で
あ った とい う.又,言 語の面か らは,19世紀の はじめ には,ほ ぼ60%がヤクー ト語 を,20%がツ
ングース語 を,更 に20%がロシア語を使用 していた とい う.
(2)近 年,ド ルガ ン族出身の女性詩人0照oAKceHOBaが,ドルガ ン語の アル フ ァベ ットを 作成
し,初等教育 用の教科 書を編 んだ.こ の アル フ ァベ ットは,認 め られつつあ るとい う(Kp田KOBa
(1986)).
(3)Akiner:19862を参照.
(4)本 稿 で ドルガ ン語 の資料 と したのは,y6PHToBa(1985)で提 出されたもの(1932-37年にかけて,
y6p兄ToBa,E・H・がタイムル半 島 ノ リリス クを 中心 とした地域で収録 した資料)及 び,AΦaHacbeB
etal.(1976)rヤクー ト語方言辞典(r8500』語)』 の中に記載された もの(1964年に行われた民
話 ・方言 調査 の際の資料 に基 づ く語彙)で あ る.AΦaHacbeBetal。(1976)rヤクー ト語方言辞典
(8500語)』を本稿で は,以 下,略 して,r8500』とす る.
(5)ド ルガ ン語 におけ るエベ ンキ語の影響の1つ と考え られ るもの にo(オ ー)化方言(OKa沿取曲





ドル ガ ン語 は,両 バ リァ ン トを持 っ単語 の うち,O化 したバ リア ン トのみを有 してい る,従 って,
ドル ガ ン語 は,o化方言 に近 い言語であ る.
PoMaHoBaetal.(1975)は,ヤクー ト語 の中のo化 及 びa化 の両バ リア ン トの存在を,エ ベ ン
キ入 のo化 方言 とエベ ン人のa化 方言 の接近 によ って説明を試みてい る(p.28).
(6)外 ツン ドラ農民(3aTyHAPKHc畷eKPecTbHHe):17世紀か ら18世紀1こ,エニセイ河下流地方及
び ピャシナ河,ド ゥドゥイプ タ河,ボ ガ ニダ河,ハ タンガ河,ヘ タ河流域 に移住 した,ロ シァ人
商人,町 人,役 人 らの子孫 である.19世紀 の初 めに,彼 らは主 と して トナカイ 飼育 に 従事 してい
た とい う.ヤ クー ト語 を身 につ け,ド ル ガ ン人や,部 分 的には北方 のヤクー ト人 に同化 した.
(50濯6〃σπ`086〃謬σκσπ3κ塚潔κ∬oだ6∂銘πT。9:P。388)
(7)dolganは,今日ソ連邦で使われてい る公式 の民族名称 であり,よ り正確 には,dulganで
あ る(y6p"ToBa,1985:p.7).
(8)ド ルガ ン語 とヤ クー ト語の関係 について,PoMaHoBaetaL(1979:P.27)は,ヤクー ト語 が
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エベ ンキ語 に及 ぼ した影響 はその逆の影 響よ りも圧倒 的に優勢であ るとのべてい る.
(9)2。2.に記す頁 は,特 に断わ らない限 り,y6PπToBa(1985)の頁 である.










二 重 母 音 もヤ ク ー ト語 と同 じ く,4つ あ る:
ia,UO,ie,廿6.






















鳴 音 m n n o
響1













(11)k1rin丘en「受 け入 れの」 の意.
(12)Xa四ToHoB(1982)は,「千」 をmun(min,men)としてい る.
(13)チュルク語本来 の 「前」ilgaraと関係が ある可能性 もあ る.
(14)欠けてい る語彙があ るのは,お そ らくは資料不足の ためであろう.
(15)モムスク地区の 中心 は,ホ ヌXOHyであ り,イ ンジギルカ河右岸 に在 る.
(地図 正ナ ンバー19参照)
(16)例:hajr(角の ある家畜 を追 うときのか け声)」
hat「(馬を追 うときのか け声)」
huk「(突然であ ることに驚 く感 嘆詞)」(Cπe照OB:1972)
(17)y6P兄ToBa(1985:P.31)は,語頭 のsが 保 たれて いる 例 と して コル ホーズ 員の 戯歌をあげてい
るが,こ れは彼が強 くロシア語の影響 をうけたことにより語頭 のhを 失 ったと 考え るための好 例
である.
(18)ヤクー ト語の#s一が ドルガ ン語で 諄h・になった例 も見 られ る.
「春」 「ち ょうど」 「洗濯する」 「従順 な」
ド.hashiti66ehothimnagas
ヤ.sass三ti66eSOtsfmnaγas
これ らについては,ヤ クー ト語 の単語が,直 接に ドルガ ン語に入 ったのではな く,ヤ クー ト語 の
詐s・を#h一に対応 させ るエベ ンキ語方言 を経由 した可能性な ども考え られ る.
(19)他のチ ュルク系言語 の命令形 か ら外れた形 式 として,1人 称複数 に2つ の 形式 があることが
(179)
あげ られ る..パラダ イムの 中の一人称複数の2つ の形式 を巡 って研究者 間に異 なった 見方 があ る
{包括的1人 称 複数と除外 的1人 称複 数 とする見 解(y6P即oBa1966,1985),と2つの形式 の うち
の1つ を双数 とす る見解(KopKHHaetal.(1982)}.
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